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患者さんは 82歳の男性. 2012年 4月,右眼球突出,視
力低下を主症状に当科に紹介された.右眼球突出,右眼
上転障害,右視力低下を認め,画像上,右眼窩上外側部に
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た. 2005年 1月から 2013年 10月までに髄膜腫と診断し
た 68症例を対象とした.視力視野障害を初発 症状とし




療は interhemispheric approach＋transsylvian approach
 



















下にNBCAによる塞栓術と摘出術 (occipital  tran-
stentorial approach)を同時施行した.腫瘍は,圧が低く
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